
【正誤表】法人税法 2 級直前模試【令和元年度税法対応】（2019 年 9 月 1 日発行） 

弊社書籍をお買い求めいただき、ありがとうございます。 

書籍に誤りがございましたので、訂正をお願いいたします。ご迷惑をお掛けいたしまして、申し訳ありませんでした。 

訂 正 箇 所 訂 正 内 容 

本文 P.5 第 1 回解答③④ 

採点箇所に過不足がありました。次ページ以降と差し替えをお願いいたします。 

本文 P.12 第 3 回解答② 

本文 P.13 第 3 回解答③ 

本文 P.17 第 4 回解答④ 

本文 P.25 第 6 回解答③④ 

株式会社英光社 



法 人 税 法 2 級 受験番号

②全５ページ

③へ つ づ く

８回法人２級

第３問（60点）

１．所得金額の計算

額　　　　　　　　金分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

算

損金経理をした中間納付の法人税の額

損金経理をした中間納付の住民税の額

損金経理をした納税充当金

損金経理をした罰金等

役員給与の損金不算入額

個別評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

備品減価償却超過額

交際費等の損金不算入額

計小

減

　
　
　
　
　
　

算

納税充当金から支出した事業税等の額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額認容

建物減価償却超過額認容

交際費等認定損

受取配当等の益金不算入額

計小

計仮

寄附金の損金不算入額

法人税額から控除される所得税額

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

2　級

①全５ページ

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人２級

第１問（20点）

　　　

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ

⑳ ⑪ ⑤ ② ⑧ ⑱ ㉕ ⑭ ㉒ ㉚

第２問（20点）

１．土　地
１．判　定

⑴　 円 － 円 ＝ 円

⑵　 円 × % ＝ 円

⑶　 円 ≦ 円 　 　 　 　 　 　∴　圧縮記帳の適用（　あり　・　なし　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）

２．経　費　　 円

３．圧縮限度額

　　 円 －（ 円 ＋ 円 ）

×
円

円 ＋ 円
＝ 円

４．圧縮超過額

円 － 円 ＝ 円

＠２点×10＝20点

第８回法人税法能力検定模擬試験解答用紙

法 人 税 法 2 級 受験番号

１回法人２級 ④全４ページ

⑵　機械装置
①　償却限度額

（ 円 － 円 ＋ 円 ＋ 円 ）

＝ 円

②　認容額

円 － 円 ＝ 円
⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

＞
＜

円

（いずれかを○で囲む）
∴ 円

３．納付すべき法人税額の計算

考　　　　　　　　　　　　　　備額　　　　　金要　　　　　　　　摘

所 得 金 額 円 円 未満切り 捨て 

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り 捨て

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 万円以下
　　

円 × × % ＝ 円

⑵　年 万円超

円 － 円 × ＝ 円

円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ = 円

裏 面 へ つ づ く

法 人 税 法 2 級 受験番号

１回法人２級 ③全４ページ

２．所得金額の計算過程

程　　　　　　　　過　　　　　　　　算　　　　　　　　計目　　　　項

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

円 × % ＝ 円

⑵　繰入超過額

円 － 円 ＝ 円

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額
　①　期末評価金銭債権の額

（ 円 ＋ 円 ）＋（ 円 － 円 ）

＋ 円 ＋ 円 ＝ 円 　

②　実質的に債権とみられないものの額

円 　（小数点以下 位未満切り 捨て ）＝ 円

③　実績繰入率

　　　
（ 円 ＋ 円 ＋ 円 ）×

（ 円 ＋ 円 ＋ 円 ）÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り 上げ ）

　⑤　繰入限度額

　　　　 円 × ＝ 円  

　　　　（ 円 － 円 ）×  ＝ 円

＞
＜

円 　

｛いずれかを○で囲む｝

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

減 価 償 却 ⑴　建物
　①　償却限度額

円  ＝ 円

　②　償却超過額

円 － 円 ＝ 円

5
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法 人 税 法 2 級 受験番号

②３回法人２級
全４ページ

③へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

2．所得金額の計算過程

程　　　　　　　　過　　　　　　　　算　　　　　　　　計目　　　　項

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　　 円

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

額　　　　　　　　金分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

算

損金経理をした中間納付の法人税の額

損金経理をした中間納付の住民税の額

損金経理をした納税充当金

損金経理をした附帯税等（延滞金）

役員給与の損金不算入額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

車両減価償却超過額

交際費等の損金不算入額

計小

減

　
　
　
　
　

算

納税充当金から支出した事業税等の額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額認容

建物減価償却超過額認容

受取配当等の益金不算入額

計小

計仮

法人税額から控除される所得税額

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

６回法人２級
全５ページ ③
法 人 税 法 2 級 受験番号

裏 面 へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

額　　　　　　　　金分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

算

損金経理をした中間納付の法人税の額

損金経理をした中間納付の住民税の額

損金経理をした納税充当金

損金経理をした附帯税等（延滞金の額）

役員給与の損金不算入額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

車両減価償却超過額

交際費等の損金不算入額

計小

減

　
　
　
　
　

算

納税充当金から支出した事業税等の額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額認容

建物減価償却超過額認容

受取配当等の益金不算入額

計小

計仮

法人税額から控除される所得税額

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

2．所得金額の計算過程

程　　　　　　　　過　　　　　　　　算　　　　　　　　計目　　　　項

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　　 円

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

④６回法人２級
全５ページ

⑤へ つ づ く

減 価 償 却 ⑴　建　物

　①　償却限度額

　　　 円 ＝ 円

　②　認容額

　　　 円 － 円 ＝ 円
＞

＜

⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

円

　　　　∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）

⑵　車　両

　①　償却限度額

　　　 円 × ＝ 円

　②　償却超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の額

　①　飲食費　 円 － 円 ＝ 円

　②　その他　 円 ＋ 円 ＝ 円

　③　①＋②＝ 円

⑵　定額控除限度額
　　　

円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

（ 円 × % ＝ 円 ）
＜

＞
円

∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）             

⑷　損金不算入額

　　 円 ＜ 円 　 　 　 ∴ 円

2　級

①
試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人２級
全４ページ

第１問（20点）

　　　

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ

⑤ ② ⑭ ⑱ ㉚ ⑩ ㉒ ⑨ ⑳ ㉕

第２問（20点）

１．圧縮限度額

　　　 円 ＜ 円 　 　 ∴ 円

２．圧縮超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

３．償却限度額

　　（ 円 － 円 ） × ＝ 円

４．償却超過額

　　（ 円 ＋ 円 ）－ 円 ＝ 円

＠２点×10＝20点

第３回法人税法能力検定模擬試験解答用紙

25
12



法 人 税 法 2 級 受験番号

②６回法人２級
全５ページ

③へ つ づ く

⑵　簡便法

①　Ａ株式

円 ×
株 ＋（ 株 － 株 ）×

株
（ ）

＝ 円

（小数点以下 位未満切り 上げ ）

②　Ｂ株式　　　　　　 円

③　Ｃ株式　　　　　　 円

④　合　計

① ＋ ② ＋ ③ ＝ 円

⑶　 円 ＜ 円 　 　 　∴ 円

２．その他

円

３．合　計

円

法 人 税 法 2 級 受験番号

③

裏 面 へ つ づ く

３回法人２級
全４ページ

減 価 償 却 ⑴　建　物

　①　償却限度額

　　　 円 ＝ 円

　②　認容額

　　　 円 － 円 ＝ 円
＞

＜

⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

円

　　　　∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）

⑵　車　両

　①　償却限度額

　　　 円 × ＝ 円

　②　償却超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の額

　①　飲食費　 円 － 円 ＝ 円

　②　その他　 円 ＋ 円 ＝ 円

　③　①＋②＝ 円

⑵　定額控除限度額
　　　

円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

（ 円 × % ＝ 円 ）
＜

＞
円

∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）

⑷　損金不算入額　　 円 － 円 ＝ 円

法 人 税 法 2 級 受験番号

④３回法人２級
全４ページ

３．納付すべき法人税額の計算

考　　　　　　　　　　　　　　備額　　　　　金要　　　　　　　　摘

所 得 金 額 円 円 未満切り 捨て

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り 捨て

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 万円以下
　　

円 × × % ＝ 円

⑵　年 万円超
　　

円 － 円 × ＝ 円

　　 円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ ＝ 円

2　級

①
試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人２級
全５ページ

第１問（20点）

　　　 ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ

⑳ ㉓ ⑰ ⑥ ⑦ ㉗ ⑬ ㉚ ⑪ ①

第２問（20点）

＜受取配当等の益金不算入額＞

⑴　受取配当等の額

　①　関連法人株式等　　　　　　　　　 円

②　その他の株式等　　　　　　　　　 円

③　非支配目的株式等　　　　　　　　 円

⑵　控除負債利子　　　　　　　　　　　

　①　原則法　　　　　　　　　 円

②　簡便法　　　　　　　　　 円

③　 円 ＜ 円 　 　 　 ∴ 円

⑶　益金不算入額　

（ ⑴① 円 － ⑵③ 円 ）＋ ⑴② 円 × 50
100

＋ ⑴③ 円 × 20
100 ＝ 円

＜所得税額控除額＞ 13

１．株式・出資

⑴　個別法

①　Ａ株式

円 ×
株

株
× 円 ×

株

株

×
12

5
）＝ 円

　
（小数点以下 位未満切り 上げ ）　　　

（注） 株 ＋ 株 ＝ 株

②　Ｂ株式　　　　　　 円

③　Ｃ株式　　　　　　 円

④　合　計

① ＋ ② ＋ ③ ＝ 円

＠２点×10＝20点

第６回法人税法能力検定模擬試験解答用紙

（注）（注）
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法 人 税 法 2 級 受験番号

②全５ページ
５回法人２級

③へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

2．所得金額の計算過程

程　　　　　　　　過　　　　　　　　算　　　　　　　　計目　　　　項

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　　 円

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

額　　　　　　　　金分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

算

損金経理をした中間納付の法人税の額

損金経理をした中間納付の住民税の額

損金経理をした納税充当金

損金経理をした過怠税

役員給与の損金不算入額

個別評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

建物減価償却超過額

備品減価償却超過額

前期仮払交際費否認

交際費等の損金不算入額

計小

減

　
　
　
　
　

算

納税充当金から支出した事業税等の額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額認容

設備減価償却超過額認容

受取配当等の益金不算入額

計小

計仮

寄 附 金 の 損 金 不 算 入 額

法 人 税 額 か ら 控 除 さ れ る 所 得 税 額

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

法 人 税 法 2 級 受験番号

③全５ページ

裏 面 へ つ づ く

４回法人２級

２．所得金額の計算過程

程　　　　　　　　過　　　　　　　　算　　　　　　　　計目　　　　項

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

円 × % ＝ 円

⑵　繰入超過額

円 － 円 ＝ 円

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額
　①　期末評価金銭債権の額

（ 円 ＋ 円 ）＋（ 円 － 円 ）

＋ 円 ＋ 円 ＝ 円 　

②　実質的に債権とみられないものの額

Ａ．債権の額　 円＋ 円 ＝ 円

Ｂ．債務の額　 円＋ 円 ＝ 円

Ｃ．判　　定

Ａ．　
＞

＜
　 Ｂ．　 　 　 ∴ 円

　 　（いずれかを○で囲むこと）

円 × （小数点以下 位未満切り 捨て ）＝ 円

＞

＜
円

　　（いずれかを○で囲むこと）

③　実績繰入率

　
（ 円 ＋ 円 ＋ 円 ）×

（ 円 ＋ 円 ＋ 円 ）÷

（小数点以下 位未満切り 上げ ）

⑤　繰入限度額　　

円 ＝ 円

（ 円 － 円 ） ＝ 円

法 人 税 法 2 級 受験番号

全５ページ

⑤へ つ づ く

４回法人２級 ④

＞

＜
円

　　（いずれかを○で囲むこと）

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

減 価 償 却 ⑴　建　物

①　償却限度額

円 ＝ 円

②　認容額

（ 円 － 円 ＝ 円 ）
＞

＜

⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

円

∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲むこと）

⑵　備　品

①　償却限度額

円 × ＝ 円

②　償却超過額

円 － 円 ＝ 円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の金額

　①　飲食費　 円 － 円 ＝ 円

　②　その他　 円 ＋ 円 ＋ 円 ＝ 円

　③　①＋②＝ 円

⑵　定額控除限度額

円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

（ 円 × % ＝ 円 ）
＜

＞
円

∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）                       

⑷　損金不算入額

円 － 円 ＝ 円

2　級

①全５ページ

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人２級

第１問（20点）

　　　

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ

⑯ ⑭ ㉗ ⑪ ㉑ ② ⑦ ㉚ ⑤ ⑳

第２問（20点）

１．滅失等により支出した経費の額

（ 円 ＋ 円 ）×
円

円 ＋ 円
＝ 円

２．改訂保険金等の額

円 － 円 ＝ 円

３．保険差益の額

円 － 円 ＝ 円

４．圧縮限度額　　　　　　　（注）

円 ×
円

円
＝ 円

（注） 円 ＜ 円 　 　 　 ∴ 円

５．圧縮超過額

円 － 円 ＝ 円

６．償却限度額

（ 円 － 円 ） × ＝ 円

７．償却超過額

（ 円 ＋ 円 ）－ 円 ＝ 円

＠２点×10＝20点

第５回法人税法能力検定模擬試験解答用紙
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法 人 税 法 2 級 受験番号

②３回法人２級
全４ページ

③へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

2．所得金額の計算過程

程　　　　　　　　過　　　　　　　　算　　　　　　　　計目　　　　項

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　　 円

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

額　　　　　　　　金分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

算

損金経理をした中間納付の法人税の額

損金経理をした中間納付の住民税の額

損金経理をした納税充当金

損金経理をした附帯税等（延滞金）

役員給与の損金不算入額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

車両減価償却超過額

交際費等の損金不算入額

計小

減

　
　
　
　
　

算

納税充当金から支出した事業税等の額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額認容

建物減価償却超過額認容

受取配当等の益金不算入額

計小

計仮

法人税額から控除される所得税額

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

６回法人２級
全５ページ ③
法 人 税 法 2 級 受験番号

裏 面 へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

額　　　　　　　　金分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

算

損金経理をした中間納付の法人税の額

損金経理をした中間納付の住民税の額

損金経理をした納税充当金

損金経理をした附帯税等（延滞金の額）

役員給与の損金不算入額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額

車両減価償却超過額

交際費等の損金不算入額

計小

減

　
　
　
　
　

算

納税充当金から支出した事業税等の額

一括評価金銭債権に係る貸倒引当金繰入超過額認容

建物減価償却超過額認容

受取配当等の益金不算入額

計小

計仮

法人税額から控除される所得税額

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

2．所得金額の計算過程

程　　　　　　　　過　　　　　　　　算　　　　　　　　計目　　　　項

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　　 円

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

④６回法人２級
全５ページ

⑤へ つ づ く

減 価 償 却 ⑴　建　物

　①　償却限度額

　　　 円 ＝ 円

　②　認容額

　　　 円 － 円 ＝ 円
＞

＜

⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

円

　　　　∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）

⑵　車　両

　①　償却限度額

　　　 円 × ＝ 円

　②　償却超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の額

　①　飲食費　 円 － 円 ＝ 円

　②　その他　 円 ＋ 円 ＝ 円

　③　①＋②＝ 円

⑵　定額控除限度額
　　　

円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

（ 円 × % ＝ 円 ）
＜

＞
円

∴ 円 　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）             

⑷　損金不算入額

　　 円 ＜ 円 　 　 　 ∴ 円

2　級

①
試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人２級
全４ページ

第１問（20点）

　　　

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ

⑤ ② ⑭ ⑱ ㉚ ⑩ ㉒ ⑨ ⑳ ㉕

第２問（20点）

１．圧縮限度額

　　　 円 ＜ 円 　 　 ∴ 円

２．圧縮超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

３．償却限度額

　　（ 円 － 円 ） × ＝ 円

４．償却超過額

　　（ 円 ＋ 円 ）－ 円 ＝ 円

＠２点×10＝20点

第３回法人税法能力検定模擬試験解答用紙
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